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○
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付
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取
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貼
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光
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光
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献
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前
表
に
よ
れ
ば
純
…色
.
黄
色
'
褐
色

S杷
娘
に
照
ら
し
て
乾
か
し
た
る
蚊
に
は
槌
色
相
か
=㌍
:
多
-
し
て
招
包
板
少
し
｡
之
に
反
し
て
赤

也
.
緑
色
､
紫
色
に
於
て
は
槌
色
相
少
な
-
し
て
純
色
粕
多
き
こ
,I)暗
黒
に
泣
き
た
る
,,)同
じ
｡
井
結
果
は
琴

二
表
に
於
げ
ろ
発
給
筆

先

に
見
た
る
,/)同
じ
｡

之
を
要
す
る
に
本
優
駿
に
用
ひ
し
色
で

7

ス

を

ir的)し
た
る
光
組
に
て
粗
末
々
照
し
た
る
時
に
そ
の
糞
線
虫
な

分
解
す
;{･順
序
は
無
色
､
黄

也
.
褐
色
.
紫
色
､
音
色
.
赤
色
.
糠
色
に
し
て
カ
タ
ラ

ー
ゼ
､

ベ

ル
ォ
キ

シ
ダ

ー
ゼ
な
分
析
す
る
順
序
J
殆
ん
rf,茄
に

一
致
し
て
純
色
~



畑
色
ー
苅
色
､
紫
色
'
1,S:色
'
線
色
.
赤
色

の順
序
な
り
｡

第

二

章

青
米
の
槌
色

と
暗
黒

'
日
蔭
､
日
照
､
電
燈
'
紫
外
線
と
の
関
係

苅

掴

節

任

駿

の

方

法

第

1
串
･rJ同
じ
.-
脚
力
及
雄
附
の
二
:.5
柿

3Jl組
な
作
り
シナ
甘
次
の
正
隆
の
方
法
に
よ
り

で
緒
放
し
以
て
音
米

S縫
色
の
状
況
中
洞
舵
し
併

せ
て
井
底
畔
法
か
ヵ
タ
ラ
:
iJ及
.ヘ

ル
オキ
ン
ダ

ー
ぜ
捕
力
に
及

ほ

す
滋
甥
.V
J
調
溌
せ
り
｡
試
料
探
収
及
茂
敏

3時
朋
は
第

二
ヤ
L
於
り

･る
.rJ同
･JJ
｡

川

.帖

El州､蛙
を
帖
室
内
に
芯
き
て
丑
/､
叱
税
を
唖
臥
す
O

此

目

顔
.

日
産

の
壌
坊
に
て
軸
を
拙
守
並
に
恕
'L
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㌻
.

･3

日
捌
~
日
州

S寺
に
て
綾
な
=11
十
滋
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屯
燈
'
;
光
を
遮
断
セ
る
室
川
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一
〇
〇
グ
オ
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上

7
0
0
ァ
ツ
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電
球
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約
二
八
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下
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植
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掛
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な
し
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晩

J-0

･i

紫
外
は
.

二

〇
グ
オ

ル
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三
γ
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ペ
ア
I
の
石
拡
燈
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下
的
t
l尺
の
肺
酢
に
て
様
々
似
射

す
O

-右
種
々
の
カ
任
に
て
穂
.ぞ
虚
捜
し
た
る
後
･_)
地
紋
艇
の
倉
並
.
緑
色
紐
の
歩
合
並
に
カ
タ
ラ
ー
ゼ
及
び
ベ

ル

オ

キ

ジ
〆

-
.F活

力
を
調
査
せ

･り
O
耳
結
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第
五
柿
S
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結

氷

駒
逃
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駿
S結
果
祉
々
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地
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糸
合
故
北
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傾
化
辞
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･3
'.S乃
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S幽
係
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第
朋
友
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如
し
.

溝
米
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就
さ
て
の
帆
兜
､
界
二
親

八
五



世
米
'J
韓
叫
J
e
吉
駄
一
重引
博

第
四
表
鍾
h
ウ)雌
明
=-
青
米
の
尭
線
束
含
豊
､
並
に
カ
タ
ラ
ー
七
㌧

べ
Jレ
オ
キ
シ
タ̀
-
<
活
力
三
の
随
時

●一
′
_
′

■､
＼
l＼

晶
瞳
照
明
別
東
棟
素
含
FIi
の
比
カ
タ
ラ
ー
ゼ
の
活
力

米
の
水

l
r2
0
2
分
解
歩
合
ベ
ル
オ
キ
シ
ダ
-
ゼ
含
免
の
比
分
合
.Gl

暗
黒
(萄
照
)

.,ヒ
1
.l
l

o
′
/♂
!ーL
AI

*
*

%
1
ーり
()

9
.6
()

日
陰
鷹
,
',
.i
壬

77.∩
f′,∫

1
.1_ー0
1.OO

i
(,1/=3
9
.70

紳
力
日
照
(
業
苦

H
霊
′

屯
燈

1
.l
l

紫
外
線

1.O
O

i-70
.4.

り
.丁
1

9
.7
0

日2
.I)

O
.7
1

1
は
tt(7

7
(ll.::'

1
.O
O

6
_7
O

S
H
,9

1
.川
ー

(一.,I)ー

1
.6
7
1
.L1)7
1
.6
7
ti
l
l
0
.3
:～
1
.6
7

紫
外
線

1
.l
l

r
9
4
.1ー

1
.O
O

12
..3
Li

i)O
.a;

i
.fIlJ

9
.09

I)
U
.6

1
.UO

LJ
.12

8
1
.0

0
.7
7

S
ー9
8

吊
り
.8

0
_7
7

8
.9
1

9
0
.1

I
.O
O

8
.2
0

f絹
考
*
グ
ッ
ト
リ
ー
瞭
砕
液
TJ十
分
の
-
の
色
を
以
て
単
に
と
す
o

i'¥
晦
蕪
に
娃
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た
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オ
キ
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ダ
ー
ゼ
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q
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抑
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脱
押
し
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稚
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色
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べ
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約
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純
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蛸
伴
を
見
る

に日
照
地
十
の
畔
に
純
色
か
放
ち
よ
-
槌
色
せ
ら
れ
日
照
袈
十

甘
木
に
就
さ
て
の
研
牝
'
約
二
報
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i.;
米
に
就
き
て
の
附
酔
､
新
二
報

八
八

の
け
に
之
に
次
ぎ
て
よ
-
槌
巴
せ
ら
る
｡
之
に
反
し
て
暗
黒
に
置
き
た
る
時
に
姫
練
糸
か
最
仁

多
-
､
日
倭
､
電
燈
､
紫
外
線
に
於
て
は
槌

色
相
の
少
な
き
こ
.P,)帖
照
に
於
け
る
P,昆
ハら
す
っ
さ
れ
ば
太
陽
光
娘
に
在
射
せ
ら
れ
し
帖
に
最
i
よ
-
髄
紡
糸
は
介
解
せ
ら
る
1
も
の
,1
て

噌
f･T

日
焼
は
勿
論
舶
妃
の
光

力
の
略
せ及
紫
外
綿
は
槌
色
作
用
な
き
な
認
し
ろ
な
り
｡

丈
胴
明
P,)米
に
合
よ
る
1
カ
タ

ラ

ー
ゼ
及
ペ
ル
オ
キ
シ
ダ
ー
ゼ
の
.仏
力
r/)の
㈱
怖
な
見
る
に
田
杜
に
澗
射
せ
し
米
一.]
は
〓妃
等
静
索
の
括
力

が
人
に
減
退
す
.

之
に
反
し
て
暗
黒

S畔
に
酵
素
の
活
力
は
人
に
し
て
日
蔭
､
電
燈
､
紫
外
組
に
照
し
た
ろ
複
合
は
暗
黒

S場
合

)ヾ殆
ん
.3'

同
じ
-
秤
誠
の
活
力

の
人
な
る

謎々
む
｡
さ
れ
ば
米
緑
に
於
け
ち
窄
練
来
合
丑
の
多
少
PI,上
陀
酵
束
の
活
力
の
肺
長
･J,･州
作
ふ
二
･,,第

i
碑

に
於
て
述
べ
た
ろ
P,)同
じ
｡

之
な
琴

1
る
に
臼
蛸
は
苛
米
な

槌
色
す
る
作
用
人
な
れ
{･iJ
も
･#
燈
及
紫
外
組
は
共
助
典
無
し
.

亡

第

三

章

青
米
の
槌
色
と
火
力
乾
燥
､
薬
剤
乾
燥
及
オ
ゾ
ン
虚
理

iG卯
六
佑

試

料
銀

に

カ

.B

.

試
料
は
弟

t
P
二
時
に
述
べ
た
る
ErJ同
じ
き
打
続
及
峠
朋
に
探
り
た
る
1
の
に
し
て
穂
な
は
次
の
三
和
の

方
法
に
て
鬼
排
せ
り
､

心

火
力

叱
換

刈
取
後
脱
戯
し
て
儲
氏
川
○
皮
の温
度
に
て
加
熱
し
て
乾
供

し
､
噂
玄
米

∽
水
介
TJlq
を
一
四
%
■,)
な
す
｡

c
S1

柴
刑
絃
炊

配
化
石
次
々
入
れ
た
る
.
デ

シ
ケ
ー
タ

～
中
に
槽
.廿
入
れ
て
口
蔭
に
泣
き
た
り
｡

仰

オ
.ソ
ン
虚
叩

石
堪
燈
に
て
多
鮎
の
オ
ゾ
ン
な
優
生
せ
し
め
､
紫
外
線
を
過
卸
し
て
オ
ゾ
ン
に
て
充
た
さ
れ
た
ろ
累
代
に
他
を
芯
き

て
枯
燥
iJ
り
O
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粗
米
な

帖
室
に
盟
,T,,た
る
も
の
な
糖
叩
,I)し
て
他
の
も
の
な
比
較
す
る
に
火
力
曜
艶
､
焚
秤l
舷
快
及
オ
.ソ
ン
瓦
斯
血
秋

山何
れ
も
音
米

い

槌
色
上
に
効
果
な
き
々
謎
ひ
ろ
な
り
｡

右
∽
偲
敏
に
於
て
オ
ゾ
ン
瓦
斯
な
用
ひ
し
は
小
藩
粉
々
揃
白
さ
な
す
..l
オ
.ソ
ン
瓦
斯
を
適
ず
る

y
,,れ
は
る
1
が

故
に
之
を
苛
米

い
碑
色

に
勝
川
し
糾
ろ
や
否
や
な
札
ん
か
摘
め
な
り
｡
オ
.ソ
ン
瓦
斯
の
み
の
中
に
稲
穂
な
入
れ
た
る
に
あ
ら
'>
し
て
前
述

い如
-
石
英
燈
を
打
ひ
て

オ
ゾ

ン
妃
斯
な

碓

生
し
た
る
勘
合
な
る
淡
に
完
全
Jは
ろ
慨
敬
に
あ
ら
r･･J
れ
､ご
ィ
.ソ

レ
が
並
繰

S越
色
に
助
典
な
き
が
如
き
な
脚
雌.:13
る
な
り
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米
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火
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カ
タ
ラ
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ペ
ル
オ
キ
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ダ
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ゼ
の
抗
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鄭
乾
性
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寸
.ソ
ン
慮
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細
L
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